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Abstract
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1.はじめ に
日本語の表記の特徴は,漢字とひらがな 。カ
タカナさらに英数字 。記号などを混在させてい
ることにある。これらの構成要素は,例えばア
ルフアベットや中国語 と比べると明かなよう
に,視覚的特徴ばかりでなく,表記と音や意味
との対応においても,異なる特徴をもつ。
アルフアベットは表音文字あるいは音標文字
(phOnetic symbole)といわンt, 一般ヤこ文字自体
に意味との関係はなく,個々 の文字は単に音韻
の符号として用いられる。中国語の漠字は表意
文字 (ideOgraph)あるいは語標文字 (10gogra―
phic symbole)といわれ,音韻とのF大司係はほぼ
固定し,一文字で意味を代表する。一方, 日本
語文字は音節文字 (SyllabiC Symbole)であり,
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音節単位で文字と音韻が対応する。漢字は,中
国語と同じく意味を代表するが,音との対応に
音読みと訓読みの二通 りがある。また,仮名は
表記に二通 りある。
視覚刺激としては,漢字は一般に画数が多く,
構成成分は直線的である。仮名は, どちらも画
数はきわめて少なく,ひらがなが曲線的なのに
対し, カタカナはむしろ直線的である。
日本語の表記において正書法 (OrthOgraphy)
が言及されることは少ないが,一般に,漢字は
意味内容をもつ実字・実辞 (full WOrdまたは
content word)にあてられ,ひらがなは代名詞・
前置詞・接続詞・関係詞・助動詞などの機能語
(funCtiOn word)に, カタカナは借用語 。外国
人名に用いられる1)。
日本語におけるこのような表記の多様性の影
響のひとつに筆記の習熟の難しさがあげられよ
う。特に漢字は,3000以上という数の多さに加
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